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審   査   の   要   旨 
 
著者が対象としたインドネシアのコミュニティ主導型の開発プログラムは、世界で最も規模の大きなもので
ある。これまで同プログラムを対象とした研究は存在したが、それらの目的は住民の福祉向上への影響評価で
あった。しかしながら、このプログラムでは運輸や農業など生産に関わる投資に配分される額が大きく、その
予算が地域の要求に合致しているかどうかの研究は行われてこなかった。著者の実施した研究と他の研究との
違いは、プログラムの評価のみならず、部門別の予算配分の決定要因の分析を行った点にある。また、最も不
利な立場に置かれているグループが、プログラムの計画策定と意思決定にどのように関わっているかの詳細な
分析も、他の研究に見られない点である。著者が得た結果は、インドネシアで実施される他のコミュニティ主
導型プログラムに関わる政策の立案に寄与するものである。本論文は、高い学術性を有し、また、新たな開発
プログラム策定に大きく貢献するものと判断する。 
平成29年1月30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
